
 
 

震災から２年４か月となります。被災地は景色が余り変わらない状況にあるものの多

くの人の関心はどんどん薄れているのが現実です。たとえ小さな活動でも継続していく

ことを龍 JIN のメンバーと確認しています。変わらずの応援をよろしくお願いいたしま

す。６月２２日、子どもたちと石巻市門脇地区に花壇づくりに行ってきた内容はボリュ

ウムが多いため次回第２０号に紹介します。楽しみにしていてください。 

那須烏山市岩子仮設住宅の閉所式開催 

４月２８日（日）、栃木県で唯一

設置された東日本大震災被災

者のための岩子仮設住宅の閉

所式（解村式）を行いました。 

行政が決めた入居２年という

期限内に被災された入居全家

族が新築など形式はそれぞれ

異なってはいるものの新しい生

活の場を決めて閉所式を迎える

ことができました。 
 

龍 JIN として岩子仮設住宅の皆様への支援

活動は今回の閉所式を含めて５回目です。 

前回は、昨年１０月にＪＡなす南山田組合

長と地元荒川小学校の子どもたちが合同で

新米と応援メッセージを届けた「那須烏山ま

ごころ子ども親善大使活動」でした。その時、

岩子住宅の曽根原自治会長からお礼として

閉所式には必ず荒川小学校の児童のみなさ

んを招待して楽しいイベントにすることを

約束していました。 

今回の閉所式の日程は荒川小の子どもた

ちの都合を第一優先にして決めました。 

市役所の担当者と自治会長の曽根原さん

と調整し第一部は式典として市が担当し第二部を 

「復興岩子ありがとう感謝の集い」と命名し龍 JIN が担当することになりました。 

式典で大谷市長の挨拶の後、曽根原会長

から「たくさんの皆様から支援していただ

き全員引っ越すことができました。ありが

とうございました。支援していただく活動

を通して多くの団体・個人の絆・ネットワ

ークがどんどん太く強くなっていくこと

を実感しとても頼もしかった。これから何

が起こるか分かりませんが有事の時はこ

の絆が財産になると思います。これからも 

応援よろしくお願いいたします」と挨拶されました。 
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たくさんの人がお祝いに集まってくれた閉所式 

多くの団体・個人の絆が財産になったと曽根原会長 

あいさつする大谷市長 
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過去４回実施したイベント 



 龍 JIN としては多くの団体に働きかけ町の

活性化を意識してネットワークづくりに取り

組みました。今回の閉所式には実に１４団体

が参加して閉所式を祝ってくれました。 

荒川小学校ではこの日のために歌のプレゼ

ントを計画し一生懸命練習したそうです。 

 烏山和太鼓の迫力いっぱいの演奏や岡倉ゆ

かりさんとオリオリゴスペルメンバーがいつ

もの素敵な歌声を響かせて会場を盛り上げて

くれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 小山市からボランティアチームＹＡＭＢＥが 

チョコバナナなどの炊き出しに来てくれたことも 

絆の広がりを感じる嬉しい出来事でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩子住宅の皆様がたくさん出席されて一緒に楽しんでくれたことがなにより嬉しく充

実したイベントになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

一生懸命練習した歌を披露する荒川小の子どもたち 

烏山和太鼓の会の太鼓演奏 
応援イベントの際には毎回駆けつけてくれる

岡倉ゆかりさんとオリオリゴスペルメンバー 

岩子住宅の皆さんが楽しんでくれました 和やかに盛り上がっている笑顔の会場 

１４以上の団体・個人の絆・ネットワークができたことを記念しての写真 
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一万円海の幸応援ファンドのお返しが届く 

平成２４年２月に立ち上げた海の幸応援ファン

ドですが石巻市泊浜の復興が進まず１年以内を

目標にお返しできる予定でしたが実現できない

状態が続いていました。 

出資者の皆様には右のとおり今年の秋頃まで

待って欲しいとお知らせしましたが５月末よりホタ

テを発送することができました。 
 

送料込２５００円のお返しという仕組みである

にも拘わらず特大の生きたホタテを１２ケも送っ

てきました。代表の平塚英徳さんは「お金も大切

だが皆さんの応援してくれる気持ちに恩返しがし

たいんだ」と笑顔で話してくれました。 

ホタテが届いた出資者の皆さんからたくさんの

電話や手紙をいただき「喜んでもらえて本当に良

かった」と平塚さんの声がさらに明るくなりまし

た。 

泊浜では多くの方の年齢が高く実際に宛名書

き等の事務仕事を平塚さんご夫妻のみで処理し

ていることに申し訳ない気持ちになりながらもフ

ァンド出資者の「ありがとう」の声がとても多く安心しました。 

しかし、泊浜は防波堤も破損されたままで船着場も修復工事が進まない状態であり復興は

まだまだ先になることが現実です。皆様の温かなご支援を引き続きお願いいたします。 

応援ファンドのお詫びとお願い 
 

一口一万円「海の幸応援ファンド」のお返しが一部の

方を除いて遅れています。石巻市牡鹿半島の内海で

ある荻浜は復興が少し進み牡蠣はまだ十分ではない

もののワカメが順調で昨年、皆様のお手元に届いたも

のと思います。しかし、もう一方の泊浜は外海で防波

堤が 100m にわたって破壊されたまま復興が進まず、

いまだ漁をする条件が整っていません。 

 泊浜の漁師の皆さんはファンド申込者に申し訳ない

と会う度に言われます。私も浜と集落の状況を見るに

つけとても辛い気持ちになります。それでも今年はホタ

テの養殖が順調で秋になれば恩返しを始めることがで

きると懸命に頑張っています。 

 このような状況をご理解いただき、もう少し海の幸の

お届けをお待ちいただけると幸いです。 
(既に２回届いた方も含め、全員にお知らせしています) 

平成 25 年 2 月 

龍 JIN 代表 小堀道和 090-1611-5491 

お詫びのはがき 

泊浜自慢の生きたままのホタテ 12枚 

←今年４月金華山ツアー途中に訪れ

た際に浜の現状を説明する平塚代表 

↑同封されたお礼状 
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